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当
館
閲
覧
室
の
壁
面
に
は
、
巨
大
な
極
彩
色
の
絵
図
が
掛
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

本
紙
第
十
九
号
で
も
紹
介
し
た
「
出
羽
一
国
御
絵
図
」（
資
料
番
号

県
Ｃ
―
六
〇
三
）

を
複
製
し
た
も
の
で
す
。
原
本
は
秋
田
藩
が
正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
に
作
成
し
幕
府

に
提
出
し
た
も
の
の
控
で
あ
り
、
江
戸
藩
邸
で
保
管
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
一
二
二
五
㎝

×

五
三
五
㎝
の
サ
イ
ズ
で
、全
国
に
現
存
す
る
国
絵
図
で
は
最
大
級
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

複
製
は
縦
横
二
分
の
一
に
縮
小
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
見
る
者
を
圧
倒
す
る
巨
大

さ
で
す
。「
出
羽
一
国
御
絵
図
」
作
成
時
の
詳
細
は
本
紙
第
十
九
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

今
回
は
、こ
の
国
絵
図
が
戊
辰
戦
争
後
に
た
ど
っ
た
数
奇
な
運
命
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

「
出
羽
一
国
御
絵
図
」
の
箱
書
き
に
よ
る
と
、
戊
辰
戦
争
の
際
、
秋
田
藩
が
官
軍
側

で
奥
羽
越
列
藩
同
盟
と
敵
対
し
た
た
め
、
宝
物
什
器
と
共
に
江
戸
か
ら
土
崎
湊
に
廻
漕

す
る
途
中
、
仙
台
領
野
蒜
で
船
を
拿
捕
さ
れ
、
奪
い
取
ら
れ
ま
し
た
。

の

び
る

そ
の
後
は
廃
藩
置
県
を
経
て
仙
台
藩
か
ら
宮
城
県
に
引
き
継
が
れ
、
仙
台
藩
の
文
書

と
一
緒
に
保
存
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
、
宮
城
県
参
事
官

か
ら
秋
田
県
内
務
部
長
に
転
任
し
た
小
山
巳
熊
が
、
こ
の
国
絵
図
の
存
在
を
知
り
、
秋

田
県
へ
の
移
管
を
斡
旋
し
ま
す
。

昭
和
二
十
五
年
「
県
庁
所
蔵
貴
重
資
料
展
関
係
書
類
」
に
添
付
さ
れ
た
河
北
新
聞
の

記
事
に
よ
る
と
、
「
出
羽
一
国
御
絵
図
」
は
県
庁
で
旧
秋
田
藩
庁
の
古
文
書
や
絵
図
と

共
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
次
第
に
存
在
を
忘
却
さ
れ
、
戦
時
中
、
公
文
書
や
古
文

書
と
共
に
疎
開
し
た
際
も
歴
史
的
価
値
に
は
気
付
か
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

県
庁
書
庫
の
中
で
「
出
羽
一
国
御
絵
図
」
が
再
発
見
さ
れ
た
の
は
、
戦
後
の
占
領
下
、

昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
の
こ
と
で
し
た
。
総
務
部
文
書
課
長
の
事
務
引
継
ぎ
が

行
わ
れ
た
際
、
書
庫
奥
か
ら
巨
大
な
絵
図
箱
が
偶
然
に
見
付
か
っ
た
そ
う
で
す
。
極
彩

色
の
国
絵
図
の
発
見
は
、
蓮
池
公
咲
知
事
へ
小
畑
勇
二
郎
総
務
部
長
を
経
て
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
知
事
は
国
絵
図
の
歴
史
的
価
値
を
認
め
、
保
存
を
完
全
に
行
う
よ
う
厳
命
し
、

さ
ら
に
書
庫
に
眠
る
旧
秋
田
藩
庁
の
古
文
書
や
絵
図
に
つ
い
て
も
調
査
と
補
修
を
進
め

さ
せ
て
い
ま
す
。
同
年
十
一
月
、
補
修
を
ほ
ぼ
終
え
た
段
階
で
、
県
正
庁
で
「
出
羽
一

国
御
絵
図
」
ほ
か
絵
図
や
古
文
書
の
展
示
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
一
時
間
の
展
示
で

し
た
が
県
民
の
反
響
が
大
き
か
っ
た
た
め
、
急
遽
、
翌
十
二
月
に
県
立
児
童
会
館
を
会

場
、
会
期
を
八
日
間
と
し
、
規
模
を
拡
大
し
て
二
回
目
を
開
催
し
ま
し
た
。
新
聞
各
紙

の
報
道
で
は
、
特
に
「
出
羽
一
国
御
絵
図
」
が
観
覧
者
に
強
烈
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え

た
と
の
こ
と
で
す
。
展
示
会
の
該
当
看
板
で
も
、
「
出
羽
一
国
御
絵
図
」
の
公
開
が
目

玉
資
料
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
ま
し
た
。

終
戦
か
ら
五
年
、
ま
だ
ゆ
と
り
の
あ
る
時
代
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
巨
大
で

極
彩
色
の
国
絵
図
は
、
県
民
に
郷
土
の
歴
史
的
資
料
に
対
す
る
関
心
を
起
こ
さ
せ
る
広

告
塔
の
役
割
を
果
た
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
旧
秋
田
藩
庁
の
古
文
書
や
絵
図
が
貴
重
な

資
料
と
認
識
さ
れ
る
契
機
に
も
な
り
ま
し
た
。
昭
和
二
十
五
年
は
文
化
財
保
護
法
が
施

行
さ
れ
た
年
で
、
「
出
羽
一
国
御
絵
図
」
は
二
十
七
年
に
県
指
定
有
形
文
化
財
に
な
り

ま
し
た
。

「
出
羽
一
国
御
絵
図
」
の
画
像
は
、
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
「
収
蔵
資
料
の
紹
介
」

の
「
秋
田
県
公
文
書
館
所
蔵

県
指
定
有
形
文
化
財
」
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

【
柴
田
知
彰
】

「
県
庁
所
蔵
貴
重
資
料
展
関
係
書
類
」（
資
料
番
号

九
三
〇
一
〇
三
─
五
〇
四
五
九
）
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当
館
二
階
の
閲
覧
室
の
ビ
デ
オ
ル
ー
ム
で
は
、
秋
田
県
の
県
政
映
画
の
お
好
き
な
も
の
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
視
聴
で
き
ま
す
。
年

二
回
の
「
県
政
映
画
上
映
会
」
で
紹
介
し
た
他
に
も
、
昭
和
三
十
年
代
以
後
の
懐
か
し
い
映
像
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
の

で
、
皆
様
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

昭

和

二

十

五

年

の

奇

跡

「出
羽
一
国
御
絵
図
」の
再
発
見

～

数

奇

な

運

命

を

た

ど

っ
た

巨

大

国

絵

図

～



- 2 -

古文書倶楽部 第 44号 （2011 年 11 月）

海
防
任
務
の
も
つ
意
味
は
、
幕
末
期
に
な
っ
て
異
国

船
が
秋
田
藩
の
領
域
沿
岸
に
姿
を
現
し
た
こ
と
に
よ
っ

て
生
ま
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
時
期
に
遭
遇
し
て
任
務

に
当
た
る
こ
と
に
な
っ
た
一
人
の
人
物
、
石
井
忠
行
の

歩
み
を
追
い
な
が
ら
、
秋
田
藩
の
海
防
策
の
実
情
を
み

て
ゆ
く
こ
と
に
し
ま
す
。

秋
田
藩
士
石
井
忠
行
（
通
称
弥
五
右
衛
門
）
は
文
政

元
年
（
一
八
一
八
）
手
形
谷
地
町
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

家
禄
は
百
石
の
軽
輩
の
身
分
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

優
れ
た
能
力
を
認
め
ら
れ
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
に

は
勘
定
吟
味
役
に
任
じ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
年
の
四
月

二
十
三
日
、
浜
田
の
滝
ノ
下
、
中
村
両
御
台
場
の
絵
図

を
書
い
て
上
司
の
太
縄
織
衛
に
提
出
し
て
い
ま
す
。
彼

は
こ
の
時
点
か
ら
炮
術
に
か
か
わ
る
任
務
に
就
い
て
い

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
一
年
後
の
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
能
代
の
勘

定
吟
味
役
と
な
り
、
三
月
十
日
に
は
能
代
大
湊
御
台
場

に
お
い
て
、
給
人
と
足
軽
の
「
足
並
操
練
」
に
立
ち
会

っ
て
い
ま
す
。
同
じ
月
の
二
十
二
日
か
ら
は
志
賀
猪
三

郎
に
付
き
添
い
、
男
鹿
入
道
崎
の
岬
の
御
台
場
の
検
分

を
行
っ
て
い
ま
す
。

四
月
二
十
三
日
、
石
井
忠
行
に
転
機
が
訪
れ
ま
し
た
。

御
軍
事
方
居
役
に
任
命
さ
れ
、
松
前
警
備
の
探
索
の
一

員
に
起
用
さ
れ
た
か
ら
で
す
。
蝦
夷
地
海
岸
の
検
分
が

そ
の
任
務
で
、
四
カ
月
に
及
ぶ
出
張
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
期
間
中
に
上
司
の
志
賀
猪
三
郎
や
平
元
貞
治
か
ら

受
け
た
指
導
は
、
後
の
彼
の
活
動
に
大
い
に
役
立
つ
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
三
月
、
能
代
小
館
花
御
台

場
の
勤
番
所
が
砂
に
埋
も
れ
移
転
し
た
い
と
、
久
保
田

古
文
書
こ
ぼ
れ
ば
な
し

秋
田
藩
海
防
担
当
係
の
歩
み

～
「
石
井
忠
行
日
記
」
か
ら
～

に

申

し

出

て

い

ま

す

。

四

月

に

は

、

村

井

久

太

郎

以

下

六

名

が

大

砲

の

撃

ち

方

を

熟

練

し

た

ら

手

伝

い

を

し

た

い

と

、

日

新

流

の

小

林

和

吉

に

入

門

し

た

い

と

申

し

出

て

来

ま

す

。

領

内

の

防

備

は

藩

士

だ

け

で

は

不

十

分

と

み

て

、

危

機

感

を

つ

の

ら

せ

た

彼

ら

町

人

の

こ

の

申

し

出

は

、

大

炮

方

へ

の

編

入

と

い

う

形

で

は

受

理

さ

れ

ま

せ

ん

で

し

た
。
し
か
し
、
後
日
町
人
の
入
門
は
九
月
に
実
現
し
て

い
ま
す
。

同
年
五
月
二
十
六
日
、
大
炮
の
目
形
を
改
め
る
た
め
、

城
下
川
尻
の
箱
岡
大
砲
座
へ
出
勤
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
六
斤
カ
ノ
ン
砲
１
、
二
〇
寸
モ
ル
チ
イ
ル
砲
３
、
十

八
斤
長
カ
ノ
ン
砲
２
の
合
計
六
挺
の
検
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。

閏
五
月
十
一
日
つ
い
に
石
井
忠
行
は
そ
の
手
腕
を
買

わ
れ
て
、
大
砲
御
鋳
立
方
係
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
鋳

立
て
の
場
所
は
川
尻
の
箱
岡
御
休
所
に
お
か
れ
て
お

り
、江
戸
町
人
遠
田
屋
勝
蔵
が
こ
の
事
業
を
請
け
負
い
、

そ
の
配
下
の
も
の
が
箱
岡
へ
詰
め
て
い
ま
す
。

閏
五
月
十
八
日
に
は
小
林
和
吉
か
ら
大
砲
を
鋳
立
て

る
に
あ
た
っ
て
、
下
地
の
金
は
梵
鐘
で
は
う
ま
く
ゆ
か

な
い
と
の
申
し
出
が
な
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
に
つ
い
て
、

石
井
ら
は
能
代
よ
り
銭
銅
二
十
貫
と
鋳
立
て
損
な
い
の

筒
を
取
り
寄
せ
、
さ
ら
に
不
足
分
は
錫
な
ど
を
混
ぜ
て

鋳
る
よ
う
に
指
示
を
与
え
て
い
ま
す
。
緊
急
の
需
要
に

よ
る
た
め
か
、
銅
が
不
足
し
て
か
な
り
雑
な
素
材
の
組

み
合
わ
せ
に
よ
る
鋳
立
て
が
進
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

そ
の
後
、
大
砲
の
訓
練
に
力
が
注
が
れ
、
十
月
二
十

三
日
に
は
、
能
代
の
浜
に
お
い
て
小
林
和
吉
と
能
代
門

人
一
統
が
大
砲
の
訓
練
を
行
い
ま
す
。
石
井
は
こ
れ
に

終
日
立
ち
会
い
ま
す
。
終
了
後
は
和
吉
に
金
百
疋
、
門

弟
た
ち
に
酒
二
斗
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
年
の
終

わ
り
が
近
づ
き
、
石
井
忠
行
に
対
し
御
軍
事
方
居
役
を

勤
め
た
辛
労
に
つ
き
、
藩
は
御
合
力
銀
五
十
目
を
家
老

宇
都
宮
帯
刀
ら
が
手
渡
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
て
、
安

政
四
年
、
石
井
は
大
炮
方
御
用
係
と
し
て
、
多
忙
な
一

年
を
終
え
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
彼
は
五
十
七
歳
で
隠
居
し

て
お
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）

八
月
六
日
に
死
去
す
る
ま
で
の
二
十
年
間
著
作
活
動
に

専
念
し
て
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
数
あ
る
著
作
の

中
で
と
り
わ
け
、
そ
の
雅
号
を
も
ち
い
て
ま
と
め
た
「
伊

豆
園
茶
話
」
（
三
十
三
冊
）
は
、
秋
田
藩
の
史
話
や
伝

承
情
報
を
集
大
成
し
た
も
の
と
し
て
評
価
さ
れ
る
業
績

で
す
。

そ
の
記
事
の
う
ち
、
自
ら
か
か
わ
っ
た
幕
末
期
の
軍

事
や
財
務
関
係
の
記
事
は
、
「
石
井
忠
行
日
記
」
（
弘
化

二
年
か
ら
明
治
二
十
六
年
ま
で
）
と
の
対
比
に
よ
っ
て
、

き
わ
め
て
客
観
的
な
記
述
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
分
か
り

ま
す
。

【
加
藤
民
夫
】

「百三段浜田村之内中村御台場絵図」（資料番号 県Ｃ－２５１）


